
実
行
委
員
長

副
実
行

員
長

事
務
局

委長

事
務
局

長

広
報
担

会
計
担

次当当

部
会
長

部
会
長

部
会
長

水
清岡高

相
長
田

内日
藤向

中保
渾延

悛

士

（
３

組

）

健

司

（
９

組

）

正

樹

（
２

組

）

朋

美

（
８

組
）

克

博

（
８

組
）

利

光

（
４

組
）

治
子
（
３
組

心

上

松
　

裕

之

（
４

組

）

水

深
　

利

彦

（
１

組

）

高
木

智

洋

（
２

組

）

宮

川
　

深

美

（
２

組

）

石

川
　

幸

浩

（
５

組

）

日

原
　
　

文

（
５

組

）

藤

原
　

朋

子

（
５

組
）

脅

藤
　

弘

一
　（
ア

組
）

塩

入
　

文

江

（
８

組
）

林

田

あ

き

子

（
８

組
）

渡
辺
　

俊
之
（
９
組

高
野
　

直
也
（
１
組

保
坂
　

香
子
（
１
組

高
田
佐
知
子
（
２
組

樋
川
　
　

香
（
８
組

）））））

’｛
Ｅ
Ｆ

卜

部
会
長

篠
原
　

彩

子

（
９

組

田

ノ
ロ

定
臣

（
１

組

））

雨
宮
　

浩
二
　
（
３

組

）

小

林
　

哲
也

（
３

組

）

古

屋

和

歌
子

（
３

組

）

渡

逞
　

直

子

（
３

組
）

川

崎
　

由

太

（
４

組
）

菊

島
　

朋

子

（
４

組
）

桜

井

千

奈

美

（
５

組

）

甘

利
　

秀

二

子

組

）

岡

部
　

貴

泰

（
フ

組

）

鈴

木
　

直

人

（
フ

組

）

亀
山
　

達

朗

（
８

組

）

伊

藤

奈

々

子

（
８

組

）

サ

i

，

.合.－=

部
会
長

平

賀
　
　

基

（
１

組

）

上

田
　

幸
治

（
２

組

）

五
味
　

愛

実

（
３

組

）

小

林

幸

一
郎

（
４

組

）

村

松
　

純
冒
］
（
５

組

）

川
田
　

翔
士

（
５

組

）

石

原
　

雄
介

（
ア

組
）

山

口
　

康
介

（
ア

組
）
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サ ク マ ド ロ ッ プ ス

缶を振り出す楽しさに加え､ 保存性

も重視した定番形態のサクマドロッ

プ スの柄を懐かしの旧校舎にデザイ

ンしたオリジナル缶です。一高で過ご

した日々を思い出すきっかけとして

側に置いてもらえたらと思います。

どら焼お煎餅

138 周年同窓会 の鈴木浩文実行委

員長 が社長を務める鈴木製菓の同

窓会定番の記念どら焼です。一つひ

とつ 手 作 業 で製 造さ れたどら 焼

で､ 令和5 年の学校内バザーでも販

売しました。

今年の同窓会テーマと校章の2 種類

を デザインした醤油味のお煎餅で

す。｡一 高と 同様１００年以 上の「歴

史 」と「伝統」をもつ両国の「東あ

ら れ」の国産 原料で 作った同 窓会

記念の一品です。

一応lfら焼

鈴木製菓謹製

「
日
に
新
た
、
日
日
に
新
た
に
、
又
日
に
新
た
な
り
」

甲
府
一
高
の
校
是
で
あ
る
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
令
和
六

年
五
月
の
同
窓
会
総
会
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
実
行
委
員
会
と

し
て
大
変
喜
ば
し
く
、
ま
ず
は
関
係
各
位
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。本

誌
の
編
さ
ん
に
あ
た
っ
て
は
今
の
一
高
生
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。Ｚ
世
代
な
ど
と
画
一
的
に

見
ら
れ
が
ち
な
現
代
っ
子
で
す
が
、
取
材
で
出
会
っ
た
コ
局
生
た

ち
は
、
か
つ
て
そ
こ
に
い
た
私
だ
ち
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
、
純
朴

で
、
ど
こ
か
あ
ど
け
な
く
、
ひ
た
む
き
な
若
者
ば
か
り
で
し
た
。

同
窓
生
に
も
取
材
や
寄
稿
に
よ
り
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
界
で
活
躍
し
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
、
皆
様
が
再
認
識

す
る
機
会
と
な
っ
た
な
ら
幸
い
で
す
。

旧
友
の
消
息
代
わ
り
に
広
告
ペ
ー
ジ
か
ら
繰
る
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
を
よ
う
や
く
越
え
た
か
と
思
え
ば
物
価

高
騰
、
人
材
難
と
い
ま
だ
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
広
告
主
の
皆

様
は
二
つ
返
事
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
絆
は
一
高

だ
か
ら
こ
そ
で
す
。
今
回
も
た
く
さ
ん
の
ご
出
稿
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
の
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
く
平
穏
な
日
常
が
戻
る
よ
う
祈

念
い
た
し
ま
す
。

第
一
四
四
周
年
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
同
窓
会
実
行
委
員
会

記
念
誌
部
会

発行日：令和ら年5月18日

発行：第144 周年 甲府中学･甲府－高同窓会実行委員会

編集：記念誌部会　制作･印刷：株式会社少國民社

甲府中学･ 甲府一高同窓 会第144 周年

萄･曰冊 ９９郵 久９ 哲 －ヽ晴４ヽ来 た ⌒ヽ

第１４４周年 甲府中学･ 甲府―高同窓会記念誌136


	page1
	page2
	page1

